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[主な事業内容と成果]

○決算額　7,016千円（市負担金500千円）

○出逢い＆ふれあいの会（世話やき人セミナー及び出逢い創出パーティー）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

母子健康手帳交付数 384件

父子健康手帳交付数 379件

○育児支援事業

教室名

パパママ教室 ○子育てスキルアップ事業 （単位：回、人）

離乳食相談会

すくすく広場

子育て広場

おひさま広場育児相談

成果説明書

Ⅱ　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
※事業費は決算ベース

地域振興一般管理費

事 業 番 号 １ 「ふれあいの場」創出事業
決算額 500 千円
所管課 生活防災課

財源内訳 国県 市債 その他 一般 500

　定住自立圏の広域的な範囲で「ふれあいの場」創出事業を実施することにより、多くのカップル誕生を図るとともに、少
子化対策と定住自立の促進を図ることを目的とし、県南9市町村を対象に世話やき人セミナーを１回、出逢い創出パー
ティーを6回実施した。パーティーには延べ240人の参加があり、52組の男女が互いに好印象を持ち、出会いのきっかけ
作りとなった。

セミナー パーティー① パーティー② パーティー③ パーティー④ パーティー⑤ パーティー⑥

開催日 8月25日 7月27日 8月3日 9月15日～16日 11月30日 2月1日 2月8日

白河市 棚倉町

参加人数 37人 37人 29人 30人 74人 34人 36人

開催場所 棚倉町 棚倉町 白河市 西白河郡内 西郷村

3組 7組

母子健やか支援事業

事 業 番 号 ２ 母子健康支援事業
決算額 2,162 千円

カップル数 8組 8組 8組 18組

一般 980

　妊娠･出産･育児に関する総合的な相談や支援を提供する子育て
世代包括支援センターを設置し、切れ目のない支援に努めた。
 さらに、「親子の愛着形成」や「妊娠期からの子どものメディア依存
の予防」、「生活リズムを整えることの重要性」の意識を醸成し、親の
育児力アップと育児の負担感の軽減を図るため子育てスキルアップ
事業を開始した。

（単位：回、人） 【乳幼児健診時集団教育】

実施回数 参加者数

所管課 こども支援課
財源内訳 国県 1,182 市債 その他

参加者数

11 246 わくわく子育て教室 3 101

3 77

28 52 事業名 実施回数

5 53 乳幼児健診時集団教育 32 1,932

7 179 園児保護者向講演会 5 154

資料２
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[主な事業内容と成果]

（単位：人）

4か月児健康診査

1歳児健康診査

1歳6か月児健康診査

2歳児健康診査

3歳児健康診査

合　　計

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○妊産婦健康診査事業

○産後ケア事業

母子健やか支援事業

事 業 番 号 ２ 乳幼児健康診査事業
決算額 8,697 千円
所管課 こども支援課

財源内訳 国県 929 市債 その他 801 一般 6,967

　乳幼児の病気の予防と早期発見、健康の保持・増進及び子育て支援を目的に、月齢に合わせて健康診査を実施する
とともに、未受診者には保健師が訪問し受診勧奨や発達の確認を行った。
　さらに、ことばの遅れや発達の心配、育児不安等に対応して、言語聴覚士や臨床心理士による相談支援に努めた。

（単位：人）

健診名 対象者数 受診者数 事業名 実施回数 参加者数

417 408 ことばの相談 12 47

452 448 心理相談 48 100

2,215 2,184

母子健やか支援事業

事 業 番 号 ２ 妊産婦健康診査事業
決算額 44,763 千円

429 428

440 433

477 467

所管課 こども支援課
財源内訳 国県 1,028 市債 その他 一般 43,735

　 妊娠出産を支援するため、妊婦健診を15回(妊娠前期1回、妊娠後期1回、その他13回）、産後1か月健診1回の費用を
助成し、異常の早期発見と保健指導を行った。

（単位：人）

健診時期 妊娠前期 妊娠後期 その他健診 産後１か月 合計

○新生児聴覚検査事業

　聴覚障がいを早期に発見し、できるだけ早い段階で適切な療育が受けられるようにするため、検査費用の一部を助成
し、経済的負担の軽減を図った。

（単位：人）

検査受診者 358

　産後一年以内の母子に対し産後の疲労回復や、母乳育児不安等に対する様々な悩みの解消のため、福島県助産師
会に委託し、宿泊や日帰りで助産施設を利用する費用の一部を助成し経済的負担の軽減を図った。

受診者数 364 348 3,543 354 4,609

（単位：人）

種別 日帰りケア 宿泊ケア

件数 10 4
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[主な事業内容と成果]

〈補助率〉　国補助金　1/3　　　県補助金　　1/3

〈利用実績〉 〈歳出決算内訳〉 （単位：千円）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

地域子育て支援拠点事業

事 業 番 号 ３ 地域子育て支援拠点事業
決算額 12,497 千円
所管課 こども支援課

財源内訳 国県 8,330 市債 その他

合計
1日
平均

一般 4,167

　乳幼児とその保護者が気軽に集い、語り合い、交流する場を開設し、子育てについての相談、子育て情報の提供
を行った。

（単位：日、人）

利用状況 事業内容 事業費

赤ちゃんひろば（本町） 44 564 565 1,129 26

おひさまひろば 250 3,850 3,367 7,217 29

施設
開設
日数

利用人数 委託料 12,497

子ども 大人

赤ちゃんひろば（大沼） 33 341 345 686 21

たんぽぽサロン 129 1,051 737 1,788 14

大信子育て広場 82 830 514 1,344 16

合　　計 7,421 6,152 13,573

特定不妊治療費用助成事業

おでかけたんぽぽ 81 785 624 1,409 17

事 業 番 号 ４ 特定不妊治療費用助成事業
決算額 3,873 千円
所管課 こども支援課

財源内訳 国県 3,873

　特定不妊治療、男性不妊治療を行った場合、治療に要した費用の一部を助成した。
　　(1回の治療につき、5～10万円の助成を実施）

（単位：件、千円）

助成件数 　　助成額

47 3,873

市債 その他 一般
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[主な事業内容と成果]

（単位：千円）

（単位：人）
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[主な事業内容と成果]

（単位：千円）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（単位：千円）

病児保育事業

事 業 番 号 ５ 病児保育事業
決算額 16,361 千円
所管課 こども育成課

財源内訳 国県 6,054 市債 その他 8,896 一般 1,411

　病気または回復期にある保育園等に通園している園児について、集団保育や家庭での保育ができない期間、一時的
に預かり保護者の保育に対する負担軽減を図る。

事業名 内　　　　容 事業費
財源内訳

国県 市債 その他

利用者数
4月 5月 6月 7月 8月

一般

病児保育事業

・光熱水費
・手数料
・警備委託料
・運営委託料　など

16,361 6,054 8,896 1,411

16 15 12 10 207

認定こども園整備事業

3月 合計

23 6 20 32 16 19 16 22

9月 10月 11月 12月 1月 2月

事 業 番 号 ６ 認定こども園整備事業
決算額 60,757 千円
所管課 こども育成課

財源内訳 国県 1,128

　学校法人熊田学園が創設する認定こども園に対して、建設費の一部を補助し保育施設の待機児童解消を図る。
  （R1・R2の2ヵ年事業）

事業名 内　　　　容 事業費
財源内訳

県 市債 その他 一般

40,029 市債 15,700 その他 3,900 一般

1,128

認定こども園整備事業

事 業 番 号 ６ 認定こども園整備事業
決算額 29,001 千円

認定こども園整備事
業
(保育園部分)

負担金補助及び交付金 60,757 40,029 15,700 3,900

所管課 こども育成課
財源内訳 国県 19,334 市債 7,700 その他 1,900 一般 67

　学校法人熊田学園が創設する認定こども園に対して、建設費の一部を補助し保育施設の待機児童解消を図る。
（R1・R2の2ヵ年事業）

事業名 内　　　　容 事業費
財源内訳

県 市債 その他 一般

認定こども園整備事
業
（幼稚園部分）

負担金補助及び交付金 29,001 19,334 7,700 1,900 67
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[主な事業内容と成果]

（単位：千円）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（単位：千円）

学校図書館利活用推進事業

事 業 番 号 ７ 学校図書館利活用推進事業
決算額 32,285 千円
所管課 学校教育課

財源内訳 国県 市債 その他 70

賃 金 23,379

旅 費 3

需 用 費 2,718

一般 32,215

　市立図書館を拠点とした学校司書の配置は、令和元年度に市内全ての小中学校に完了した。令和元年度には、新た
に白河第二中学校と東北中学校に配置し、学校図書館を整備するとともに本の貸し出しを電子化した。学校司書が学校
図書館に存在することで、児童・生徒が本と出会い、読書をする環境づくりを推進し、児童・生徒が読書の楽しさを実感で
きる機会を増やすことができた。学校司書を配置したことで、学校図書館が「読書センター」「情報センター」「学習セン
ター」としての機能を果たした。

事 業 内 容 事 業 費

共 済 費 ・ 社 会 保 険 料 3,614

【学校図書館担当・学校司書研修会(小野田小)】

教育振興費

事 業 番 号 ８ 白河の歴史文化再発見事業
決算額 766 千円

使 用 料 及 び 賃 借 料 2,074

備 品 購 入 費 497

合 計 32,285

一般 766

　小学校15校の学習成果を4回に分けて市立図書館ロビーに掲示した。

○学習内容

　小学1年生は地域のお年寄りの協力のもと、昔遊びを体験した。小学2年生は「しらかわ語りの会」などの外部講師の協
力により昔話などの読み聞かせを行った。小学3年生は表郷の「鈴木家住居」を訪問し、4年生は社会科の学習と関連付
けて、地域の昔のくらしや開拓などを調べてまとめた。小学5年生は白河茶道連盟や翠楽苑の協力を得て茶道体験を行
い、伝統文化にふれた。小学6年生は小峰城･小峰城歴史館を中心とした白河の歴史を学んだり中山義秀記念文学館を
訪問したりした。

事業内容 事業費

所管課 学校教育課
財源内訳 国県 市債 その他

【5学年茶道体験（翠楽苑）】

需用費 23

使用料及び賃借料 743

合　計 766

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（単位：千円）

事務局一般管理費

事 業 番 号 ９ 土曜学習推進事業
決算額 267 千円

一般 267

　中学校区ごとに小学生から希望を募り、土曜日に自主学習の
場を設け、指導員が質問に答えたり一緒に考えたりすることで、
できる喜びや分かる楽しさを経験させ、学習意欲の向上につな
げた。
　白河中央中学校区、東北中学校区、表郷中学校区、大信中学
校区、東中学校区に白河第二中学校区を加えた6地区で、それ
ぞれ年7回ずつ開催した。

事業内容 事業費

報償費 181

所管課 学校教育課
財源内訳 国県 市債 その他

旅費 45 　【白河中央中学校における土曜学習会】

需用費 41

合   計 267

　


